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r生活創造社会』の実現に向けた

支援措置の充実について

並行在来線維持のための多額の県費負担 をは じめ、現行の

制度上、地方の頑張 りだけでは解決す ることが困難な課題

があることも事実であ ります。

青森県政の推進 につきましては、 日頃か ら格別の御支援

を賜 り、厚 くお礼申し上げます。

さて、地方分権 の推進や少子高齢化、都市 と地方の格差

拡大な ど社会経済環境が大きく変化 している中、本県では、

自主 自立の青森県づ くりを進めていくための将来像 として、

r生活創造社会～暮 らしやす さの トップランナーをめざし

て～」を掲げ、その実現 に向けた基本計画r生 活創造推進

プラン」 を平成16年12月 に策定 し、重点的な施策の展開

に努めているところです。

特 に本年度は、未来の青森県づ くりの財産 となる人づ く

りが重要であるという認識か ら、r元気青森人の創造」をス

ローガンに、r人 財育成」及びr産 業 ・雇用対策」に係る施

策 を展 開しているところであり、今後はさ らにr人 口減少

社会への対応」、r交 流人 口の拡大」r地域づ くり支援」、r命

を守 る社会の形成」 といった視点に基づ く施策 についても

取組みを強化することとしてお ります。

つきましては、次の事項 について特段の御配慮 を賜 りま

すよ うお願い申し上げます。

or生 活創造社会」の実現 に向けたr青 森県重点推進 プ

ロジェク ト(わ くわ く10)」 を推進 していくための、r頑

張る地方応援 プログラム」 に基づく特段の支援措置につ

いて

○ 地域住民の 日常生活に欠くことのできない貴重な生活

の足であると同時に、国家的な物流の幹線として極めて

重要な役割を担 っている並行在来線維持のための県費

負担に係る助成措置について

また、施策の展開に当たっては、本県の豊かな自然環境

や水資源、食料、多様なエネルギー、優れた人財な どのr地

域力」を最大限に生か し、r本県な らでは」の魅力ある地域

となるよう全力を傾注 してお りますが、一方 においては、
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